命の尊さとパソコンの利用頻度の関連性

はじめに

今回のテーマは、「命の尊さとパソコンの利用頻度の関連性」に設定した。パソコンの利用頻度というのは、主にインターネットの利用時間の事にしている。テーマには、今日の死刑制度の可否についての意見とインターネット利用時間のアンケートを用いた。これは、インターネットが匿名性をもった表現の場である事が、現実とは違った意見を活発に交換できうるのではないかと推測したためである。

これは、60人にアンケートした一週間のインターネット利用時間合計のグラフである。



二時間未満が40％をしめており、十時間以上は約25％だ。このアンケートの対象は大学生である。合計が40時間と一日5時間以上インターネットを利用している例もあった。五時間以上の利用者が半分以上いることが注目される。



上記のグラフは、それぞれのネット利用時間にわけて、それぞれに死刑制度が必要かを聞いた結果である。

この結果から、十時間以上の利用者は死刑制度の可否について、五分五分という結果、それ以下の利用者では死刑制度を認めないという意見が多いことがわかる。

次に、死刑制度可否を横軸　人の命が代えがたいものであると思うかについて聞いた結果をそれぞれに縦軸としたグラフである。



どちらも、代えがたいものであるとした意見が圧倒的に多いが、死刑制度可否のそれぞれの立場別に、変えがたいものではないとした人数を％にすると、死刑制度否では全体の2.8％、死刑制度可では、全体の約10％となった。
やはり、死刑制度を可とする側では、人命をわずかに軽視する傾向が見られる。

考察

これらの結果から、重要なのはネット利用時間が増えると共に、人命の価値をより重く考える傾向があるという点だろう。調査からネットの利用で最も多いのは、携帯電話でのメールのやり取りのようだった。コミュニケーションの場を設ければ、犯罪が減ると答えた割合も多く、人命や犯罪についての価値観はインターネットの機能の中でも、外部の人とのコミュニケーション機能が重要な影響を及ぼしていると思われる。この調査では地方大学生がアンケートの対象であったが、ネットの利用時間でも高い数値が表された。都心のアンケートになればさらに利用時間が増えると思われるが、そこからどのような結果が導き出せるかは不明である。しかし、今回の調査からインターネットの普及によって、日本の死刑制度の存在について、さらに議論が加速されていくのではないかと考えられる。また、その議論は調査結果から考えれば、死刑制度を廃止にする方向に進んでいくのではないかと結論付けることができる。


ネット利用時間
人数	２時間未満	５時間未満	１０時間以上	26	20	14	ネット利用時間
当てはまる	２時間未満	５時間未満	１０時間以上	14	13	7	当てはまらない	２時間未満	５時間未満	１０時間以上	12	7	7	人
人命は代えがたいものである
当てはまる	当てはまる	当てはまらない	36	33	当てはまらない	当てはまる	当てはまらない	1	3	人
